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少子高齢化時代の今、日本の財政再建のための税制とは？ 
税の歴史や常識を分かりやすく解説。 
国際比較で見えてくることも多い。 
これから私たちはどんな「国のかたち」を選ぶのか？ 
 
著者は「現代の地方財政」「グローカル財政論」「自治体財政がよく分かる本（共

著）」など著書多数。 
 
 
〔帯より〕 
世界一の借金国家、日本。 
国債発行、公共事業の拡大、金融政策にも限界が見えてきた。 
「税」のかたちを国際比較し、バブル崩壊以降の日本の姿をたどる。 
そして見えてきたこの“国のかたち”とは… 
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15 日本の所得税負担を小さくする「所得控除」制度 
16 やはり低い法人の負担構造 
17 物品税から消費税へ ―バブルの一因としての租税政策 
18 消費税制の課題 
19 EC(EU)付加価値税の教訓 
20 日本の消費税の軽減税率をどうするか 
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